
� � � � � � 新学部（情報学部）設置に向けて全学教育科目が円滑に実施できるよう準備を進める。 

学部教育の国際標準化を推進するため、平成 29 年度以降に新たに設置する学部を除き、

コースナンバリングを実施する。 

成績評価の国際標準化・厳格化に向け、６段階評価や GPA 制度の改善のための検討を進め

る。 

英語力中間層の学術英語読解能力を向上させるために、英語（中級）向け TOEFL リーディ

ング対策用 e-Learning 教材の開発を始める。リーディングに必要な語彙教材もあわせて開

発する。 

能動的・主体的な学習を通じて、読み・書き・話すのコモンベーシックを醸成する基礎セ

ミナーの内容を充実させる。 

NU-OTI（Nagoya University Overseas Take-off Initiative）による海外留学プログラム

を拡大する。 

平成 27 年 10 月１日に設置した国際共同教育研究プログラム推進室において、ジョイン

ト・ディグリープログラムを推進するため、実施を検討している部局の支援を行う。 

理学研究科に、英国エディンバラ大学とのジョイント・ディグリープログラムを実施する

「国際連携理学専攻（仮称）」を設置し、外国人教員を採用するなど体制を整備する。 

大学院教育の国際標準化を推進するため、平成 29 年度以降に新たに設置する研究科を除

き、コースナンバリングを実施する。 

平成 29 年度設置又はカリキュラム改革を実施する研究科を除き、シラバスの日英併記化

を達成する。 

大学院生に共通な知識・能力・態度を涵養するための大学院共通科目であるアカデミック

ライティング科目、研究倫理関係科目を充実させる。 

多くの学生が参加しやすいように、平成 27（2015）年度に開設した短期日本語プログラ

ム(NUSTEP)を、７月と２月の年２回開催する。 

NU-OTI による海外留学プログラムを拡大する。＜K１再掲＞ 

国際プログラム群学生を対象とした、数学の補習クラス及び日本語の夏期集中講義を開講
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留学生受け入れ拡大に対応し、混住型留学生宿舎の整備に着手する。 

名古屋大学基金、民間からの寄付等を原資とする本学独自の奨学事業を実施する。＜K５

再掲＞ 

博士後期課程の優秀な学生の学業と研究を奨励する学術奨励賞制度について、より幅広く

支援できるように人数、金額等を再検討する。 

障がいのある学生の学修支援のため、支援サポーター（学生）を継続的に募集・養成する。 

経済的困難を抱えた学生を対象として、授業料減免等による支援を行う。 

G30 優秀学生への奨学金給付と授業料免除を行う。 

留学生受け入れ拡大に対応し、混住型留学生宿舎の整備に着手する。＜K６再掲＞ 

 

⌐ ∆╢ ╩ ∆╢√╘─  

教育の質保証と一体となったシームレスな教学マネジメント・システムの確立を目指し、

運営支援組織として「教育基盤連携本部」を新設して、そこに「アドミッション部門（アド

ミッションセンター）」と「高等教育システム開発部門」を置く。 

入学希望者が英語外部試験結果や多様な活動状況等を活用できるよう、推薦入試における

多面的・総合的評価を推進する。 

海外の中等教育機関を対象とした推薦制度の新設に向けて、検討を開始する。 

優秀な留学生を獲得するために、過去５年間の入試データ・入学後の追跡データを分析し、

より戦略的・効率的なリクルート計画を立案する。 

毎年多数の出願者がある海外高校と連携し、入試説明会、模擬講義等を実施する。 

 

 ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢√╘─  

⁸ ┘ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢√╘─  

未来材料・システム研究所を中心とした省エネルギー研究開発の拠点を構築する。 

文部科学省「世界トップレベル研究拠点プログラム」（WPI）による「トランスフォーマ

ティブ生命分子研究所」の活動を推進する。 

文部科学省「研究大学強化促進事業」を活用し、学内に設置した最先端国際研究ユニット

（WPI-next）の活動を拡張する。 

未来社会創造機構を名古屋大学における先端応用研究の中心として位置づけ、産学協同研

 ⌂ ⅜ ⌐ ≢⅝╢ ╩ ⅎ╢√╘⌐ ─ ╩ ℮⁹╕

√⁸ ה ⌐╟╡⁸ ⌂ ─ ≤ ╩ ∆╢⁹ 

 ⁸ ⅜™─№╢ ⌐│⁸ ─ ┘◐ꜗfiⱤ☻─ꜚ♬Ᵽכ◘ꜟ♦

◙▬fi⌐╟╢ ╩ ℮⁹ ╩ ⅎ√ ⌐│⁸ ⌐╟╢◘ⱳ

╩♩כ ℮⁹ 

 ─ ≈─ ⁸ ה ⁸ ─ ⌐

≠ↄ◦כⱶ꜠☻⌂ ⱴⱠ☺ⱷfi♩ה◦☻♥ⱶ─ ─

≤≤╙⌐⁸▪♪Ⱶ♇◦ꜛfi☿fi♃כ─ ⁸ ה ─ ה

⁸ ─ ─ ⌐╟╡⁸ ⌐ ╡ ╗⁹ 

10 ╩ ⇔⁸ ─ ≤─ ╩ ⇔⁸ ⌂ ─ ⅜

≢⅝╢╟℮⁸ ─ ⌂≥ ─ ⌐ ╡ ╗⁹ 

11 ₈ ♩♇ⱪ꜠ⱬꜟ ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉⁸₈ ▬ⱡⱬכ◦ꜛfi ⱪ꜡◓ꜝⱶ₉

┘₈ ₉ ─ ⌐╟╡⁸ ♩♇ⱪ꜠ⱬꜟ─ ╩

∆╢≤≤╙⌐⁸ ה ה ╩ ℮ ה ⌂

╩ ∆╢。ₒ ⅜ ↄ ⌂ ₓ 





- 5 - 

 

未来エレクトロニクス集積研究センターの施設整備と共同研究を実施する。GaN（窒化ガ

リウム）を用いた省エネルギーイノベーション創出の全国的な拠点を形成し、外国人教員を

雇用するなど、活動を促進する。 

環境調和型循環・再生社会の持続的発展を実現する施設整備事業に着手し、企画・設計フェ

ーズコミッショニング（性能検証）を実施する。＜K11 再掲＞ 

（環境医学研究所） 

環境医学研究所附属次世代創薬研究センターを中心として、産学協同研究部門との創薬関

連プロジェクトの立上げを目指して共同セミナー及び技術交流を促進し、また、創薬関連基

盤技術、ストレス関連病態に関する創薬シーズ、生体分子解析技術を活かして、創薬関連企

業をはじめとする共同研究の実施、医学系研究科等の学内他部局や学外との共同研究を推進

することにより、独創的な創薬・医学に関する共同研究拠点を形成する。 

（情報基盤センター） 

平成 28 年度からネットワーク型共同利用・共同研究拠点として認定された「学際大規模

情報基盤共同利用・共同研究拠点」（JHPCN）の構成機関として活動を推進する。また、革

新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（HPCI）事業を実施し、多様なユ

ーザーニーズに応える共用計算環境を整備する。 

宇宙地球環境研究所と情報基盤センターと共同で、「名古屋大学 HPC 計算科学連携研究プ

ロジェクト」を推進する。 

名古屋地域での国際会議等の招致数を増加させるため、国際会議等開催の支援を進める。 

基調講演、招待講演を通して、質の高い学術成果を発信する。 

英語 Web サイト「NU Research」によって本学の先端研究等の成果を国際的に発信する。 

アジア産学連携の展開を支援するため、本学の研究情報や連携事例等を掲載した英語広報

物を作成する。 

本学最新研究成果の国際的情報発信のため、英語によるプレスリリースの体制を整備する。 

名古屋大学レクチャー等を通じ、本学の研究成果を発信する。また、マスメディアを活用

することにより、情報発信力を高める。 

 

 ≤─ ╛ ┘ ╩ ⇔√ ה ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢√

╘─  

ギャップファンド委員会を設立し、運用を開始する。 

特許収入の増収に向けた体制を強化し、特許以外の知的財産（成果有体物、ソフトウェア、

コンサルティング等）の活用を促進する。 

インキュベーション施設へのベンチャー企業の誘致を促進する。 

GaN 研究コンソーシアムや産総研との共同研究などの新たな形の産学官連携活動に対応

できる知財管理体制を整備する。 

安全保障・輸出管理及び営業秘密管理のリスクマネジメント体制を整備する。 

産学協同研究講座の成果の民間移行・実装を連続・迅速に行うため、複数講座を統合運営

する産学連携研究センター制度を実施する。 
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エビデンスベースの大学運営を推進し IR 活動に取り組むため、「大学全体を俯瞰する立

場」としての「IR 本部」を設置し、その活動を開始する。 

全学技術センター機能強化のため、組織の見直しを行う。 

クロス・アポイントメントの対象機関を民間企業・海外研究機関に拡大する。 

年俸制適用教員を 850 名とする。 

テニュア・トラック制度の導入部局を拡大する。 

外国人教員等の雇用・受入を積極的に行い、平成 25年度比の２倍以上（200 名）とする。 

女性管理職を増加させる。 

国際公募による女性 PI の採用（４枠５年間）及びポジティブアクションプログラムによ

る若手女性研究者の採用を継続実施するとともに、各部局での女性教員採用を促進し、2020

年度までに女性教員比率 20％達成をめざす。 

文部科学省「女性研究者研究活動支援事業（連携型）」により、名古屋市立大学・豊橋技

術科学大学と連携し、愛知県、名古屋市、トヨタ、愛知経営者協会、愛知県中小企業家同友

会の協力を得て、「AICHI 女性研究者支援コンソーシアム」の充実に努め、男女共同参画の

推進、及び女性研究者リーダーの育成をめざす。 

国連機関 UN Women「HeForShe」キャンペーンのパイロット事業「IMPACT10×10×10」選

出時の達成項目である、男女共同参画推進のための拠点（センター）を設立、世界・アジア

との連携による男女共同参画の推進を実施し、大学における男女共同参画推進事業のモデル

化により、男女共同参画に関する国際的なハブ大学化をめざす。 

文部科学省「博士課程教育リーディングプログラム」〈「ウェルビーイング in アジア」

実現のための女性リーダー育成プログラム〉を軸に、学内外の関連する組織と連携を図りつ

つ、文理融合による女子学生・院生の育成を行う。 

理系若手女性研究者、理系女子学生・院生を対象とした「若手女性研究者サイエンスフォ

ーラム」、愛知県内および東海地区の女子中高生を対象とした「女子中高生理系進学推進セ

ミナー」の充実に努め、引き続き開催する。 

大学独自の若手研究者育成事業として、「若手育成プログラム」（YLC）を継続実施する。

＜K12 再掲＞ 

名古屋大学にふさわしい内部統制システムとリスク管理体制について、調査・検討し、結

果を取りまとめる。 

大学執行部と部局執行部との連絡協議会を各部局について年２回実施し、全学横断的及び

部局運営における課題について協議する。 

経営協議会（年４回開催予定）で学外委員から意見を聴取し、大学の管理運営に活かす。 

監事、会計監査人及び監査室が連携し、三様監査情報交換会を定期的に開催することによ

り、効率的な管理運営に努める。さらに、総長を含めた四者による会議を開催する。    
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 ─ ⇔⌐ ∆╢ ╩ ∆╢√╘─  

平成 29 年度の工学部・工学研究科の改編に向け、設置計画書を提出し、改編の準備を行

う。 

平成 29 年度の情報学部・情報学研究科設置に向け、準備を行う。 

平成 29 年度の人文学研究科の改編・設置に向け、設置計画書を提出し、改編の準備を行

う。 

国際的視野をもった人材を育成するため、理学研究科に、英国エディンバラ大学とのジョ

イント・ディグリープログラムを実施する「国際連携理学専攻（仮称）」を設置する。＜K

２再掲＞ 

 

 ─ ה ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢√╘─  

事務系職員キャリアパスプランに基づき、キャリアアップに向けた主体的能力向上を支援

する研修を整備する。 

専門職として相応しい職務分野・内容と需要を考慮して、高度な業務知識や経験を備えた

職員を専門職として配置することを推進する。 

職員の能力向上及びキャリアアップに資するため、他の機関との人事交流の機会を拡大す

る。 

業務運営の国際化を推進できる事務職員の育成のため、様々なレベルに応じた語学研修を

実施するとともに、短期海外研修実施のほか、財務・図書等の専門的かつ実践的な海外実務

研修を実施する。また、長期に渡る事務職員の海外研修（勤務）を実施する。教職員・学生

に向けた通知文書の英文化を促進するために、翻訳支援ツールを導入する。＜K20 再掲＞ 

名古屋大学の教育研究に必要な技術支援を担う技術職員の資質の向上を目指して、キャリ

アパスプランの作成に着手し、研修を充実させる。 

施設担当職員の能力開発・向上を図るため、教職協働による研修会及び技術系セミナーを

実施する。 

学内安全向上のため、化学物質、高圧ガス、局所排気装置等に関する職員のスキルアップ

を目指した講習会を実施する。 

業務システムから見た全学的又は部署別の業務プロセス上の課題について「CAP・Do」（業

務改善計画の策定と実施）を推進し、業務の点検・見直し・改善を行う。 
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 ─ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢√╘─  

第２期中期目標期間の自己点検を行い、活動結果を総括する。総括した結果を業務実績報

告書（文部科学省）、達成状況報告書及び現況調査表（大学評価・学位授与機構）として取

りまとめ、法人評価に活用する。 

国立大学法人評価委員会による第２期中期目標期間の業務実績評価を受ける。 

大学評価・学位授与機構による第２期中期目標期間の教育研究評価を受ける。 

両評価でのヒアリング等を通して得た学外者の意見をもとに、大学運営、教育研究活動等

の課題を整理する。 

 

 ╛ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢√╘─  

第２期中期目標期間の自己点検結果を、多様なメディアを通じて公表する（冊子、Web サ

イト）。 

財務レポート、環境報告書等大学運営に関する情報を発信する（冊子、Web サイト）。 

地下鉄名古屋大学駅に設置したデジタルサイネージ（情報パネル）の当日開催イベント情

報を、Web サイトのトップページにわかりやすく表示する。 

Web サイト上での研究成果のプレスリリース等の掲載手順を分かりやすくする等により、

情報発信件数を増やす。 

 

 

л ∕─ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢√╘⌐≤╢═⅝   

ה  ─ ה ⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢√╘─  

「総合的な中長期施設マネジメント計画」により、計画的に「未来・材料システム研究

所」等の施設整備を推進する。 

キャンパスの防災安全対策として、建物、室内、屋外避難場所、非常放送設備等の確認

と整備を行う。 

災害時の全学の機能継続に関する施設整備方針の検討に着手する。 

キャンパスの環境保全、安全・安心を向上させるために、以下を実施する。 

・全構成員の環境保全・持続性、安全衛生に関係する意識、知識の向上を見据えた教育の実

施と、そのための教材開発 

43 ⁸ ה ꜟⱣכ꜡◓כⱤכ☻⁸₈

₉ ─ ─ ╙ ⇔⁸ ┘ ─ ה ╩

ה ⌐ ⇔⁸ ⌂ ╩ ℮⁹ 

44 ┘ ─ ה ╩ ⌐ ╩ ⇔⁸ ⌂ ╩ ℮⁹

45 ─ ⁸ ה ⌐ ↑√ ⁸₈☻

ꜟⱣכ꜡◓כⱤכ ₉ ─ ─ ⁸ ꜠ⱳ⁸♩כ

⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ╘╢⁹ 

46 ⌂ⱷ♦▫▪⁸ ⱳכ꜠♩כ♩ ╩ ⇔⁸ ה ⌐ ╦╢ ╩

┼ ⌐ ∆╢⁹ 

47 ₈◐ꜗfiⱤ☻ⱴ☻♃כⱪꜝfi 2016₉─ ה ⁸₈◐ꜗfiⱤ☻ⱴ☻♃כⱪꜝfi 2022₉

┼─ ╩ ╘⁸ⱪꜝfi⌐ ≠⅝⁸☻Ɑכ☻ⱴⱠכ☺ⱷfi♩╩ ╗₈ ⌂

ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ₉─ ╛ ─ 25 2021 ⁹2005 ⁸

─ ⌂ ה ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ╕ⅎ≡

─ ╩ ╘╢⁹ 

ה 48 ⌐ ⇔√ ╩ ⇔⁸ꜞ☻◒ⱴⱠ☺ⱷfi♩╩ ∆╢⁹ 
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